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建設メディア事業部　担当／向井
長野県長野市南県町686-8
TEL026-234-111９
新建新聞社オンラインセミナー第５９回
建設ミライセミナー新技術現場活用編
～遠隔操縦・３Dプリンター・デジタル野帳～

ご共催および共催名義の使用についてのご依頼
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、長野県内で建設専門紙を発行する「新建新聞社」は、202５年１１月１１日に建設関連産業の技術者を対象としたオンラインセミナー『建設ミライセミナー新技術現場活用編』を開催する予定です。本セミナーでは、各分野の第一人者より、最新の技術や事例について発表いただきます。土木技術者に現場知識を身に着け、事例について学べる内容をお届けしたいと考えております。
つきましては、本セミナーの開催趣旨をご理解賜り、ご共催を賜りたくお願い申し上げます。
セミナーの詳細については、下記の内容をご高覧いただき、ご検討のほど重ねてお願い申し上げます。
敬具
記

■開催日／オンライン　２０２５年１１月１１日　火曜日　１３：0０～１７：００
■開催場所／オンラインセミナー（ZOOMミーティング）　

■参加費／①聴講料：無料
　　　②継続学習制度【CPDSユニット/設計CPD単位】希望者：申請代行手数料：６,６００円
■定員／３００人を予定　開催2日前１７時締め切り　■申込み：弊社WEBページより申込み
■対象者／建設関連企業の技術者など　■研修レベル　初・中級
■目的／新技術の情報共有　技術者の研鑽と資質向上
■主催・共催／主催：新建新聞社　共催：（一社）長野県測量設計業協会
■後援／一般社団法人全国建設業協会　
■依頼事項／本セミナーへのご共催と名義使用について
申請者
株式会社新建新聞社　セミナー事務局　向井幸汰
長野県長野市南県町686-8

TEL : 026-234-1119 / FAX : 026-235-8386

Email: seminar@shinkenpress.co.jp
（添付資料）
新建新聞社オンラインセミナー第５９弾　

建設ミライセミナー 新技術現場活用編

～遠隔操縦・３Dプリンター・デジタル野帳～
最新技術を現場に導入するには多くの課題があります。新技術に関しては標準的な運用方法が確立されておらず、手探り状態となります。導入に対して費用対効果や自社の業務フローとの整合性も検討が必要で生産性向上につながるかは不透明です。とすれば従来通りの確立した手法で現場を進めるほうが安心で間違いがないと捉えられることでしょう。直近では災害の激甚化、頻発化からますます状況は切迫した厳しいものへと変化しております。しかし、そんな状況でも果敢に新しいことへ挑戦する“挑戦者”たちがいます。

本セミナーで、そんな挑戦者たちの経験を聞くことは現場での生産性向上へとつながる取り組みへの大きなヒントとなるでしょう。明日からのご自身の業務へ挑戦者たちの経験値を取り入れてみませんか？
■開催日／オンライン　２０２５年１１月１１日　火曜日　１３：0０～１７：００
■開催場所／オンラインセミナー（ZOOMミーティング）　

■参加費／①聴講料：無料
　　　②継続学習制度【CPDSユニット/設計CPD単位】希望者：申請代行手数料：６,６００円
■定員／３００人を予定　開催2日前１７時締め切り　■申込み：弊社WEBページより申込み
■対象者／建設関連企業の技術者など　■研修レベル　初・中級
■目的／新技術の情報共有　技術者の研鑽と資質向上
■主催・共催／主催：新建新聞社　共催：（一社）長野県測量設計業協会
■後援／一般社団法人全国建設業協会　
趣旨説明　１３:００～１３:１０
新建新聞社より
開会・事務局からのご案内13:00～13:10　

Session 1

13：10～14:20
『IT人材「ゼロ」からでも始められる、建設現場のIT化浸透のやり方とその実例』

株式会社MetaMoJi　事業支援部　横田 慎晶　氏

大林組で建設現場のIT化エバンジェリストとして活躍されてきた横田氏より、eYACHOの活用によって、建設現場のさまざまな業務効率化を実現した実例をご紹介致します。
Session 2

14:３０～15:４０
『｟女性も働ける建設業｠ＤＸを進めた先は「遠隔施工」』
株式会社廣瀨　土木事業部工事システム管理部 部長 星野 正人　氏

・遠隔施工を導入した背景・理由　・遠隔施工に期待する効果　・現場での導入と課題　・導入効果　・今後の展望などをお話します。
Session ３
15:５０～1７:０0

『建設用３Dプリンタが変える災害対応の未来　～災害復旧で新技術を活用する意義～』

国土交通省　北陸地方整備局　能登復興事務所　田中 義太郎　氏

令和6年能登半島地震を受けて設置された能登復興事務所で取り組む新技術を紹介するとともに、３Dプリンタの具体的な事例を通して、災害復旧で活用する意義をみなさんと一緒に考えるきっかけにしていきたい。

『建設用３Dプリンタが変える災害対応の未来　～３Dプリンタ構造物の機能向上と省人化について～』

株式会社　豊蔵組　生産技術部　部長　吉田 照紀　氏

地震災害、豪雨災害と１年以内で２回の大災害を受けた奥能登地域において、建設用３Dプリンタによる排水構造物を施工した内容と成果についてお話しします。

建設用３Dプリンタが変える災害対応の未来　～プレキャストメーカーとしての役割～

株式会社ホクエツ北陸　常務取締役　金沢営業所長　村上 拓　氏

迅速さが求められる災害対応、プレキャストと３Dプリンタの技術融合によって属人的な作業の軽減、建設現場の省人、省力化をメーカーの立場で出来ることを考えお支えしたい。
◯受講者の皆様へのお願い
【継続学習制度の受講証明について】
■CPDSのオンラインでの認定について：開始時、途中、終了時に、受講者の顔と受講番号が写った画面のスクリーンショットを撮影するほか、申込み時にCPDSユニット取得の希望を募り、リスト化する。事後セミナー事務局にて所属、氏名、番号の入ったリストとスクリーンショットを提出する。ユニットの申請は事務局が一括にて行う。

■設計CPDのオンラインでの認定について：申込時にCPDの単位取得の希望を募り、リスト化する。受講者は受講後３営業日までを期限にアンケート内にセッションごと設けられたレポート（学びや気付きなどについて200字目安）を記載し、提出する。事後セミナー事務局にて、所属、氏名の入ったリストと、受講者に送付した領収書の控え、アンケートの回答を提出する。その上で受講証明書を受講者に発行する。
※条件を全て充たさない場合は、CPD受講証明書の発行はできません。
■継続単位制度の利用について：当セミナーでは、CPDSと設計CPDは重複して申請できません。
問い合わせ先

株式会社新建新聞社　セミナー事務局　
長野県長野市南県町686-8

TEL : 026-234-1119 / FAX : 026-235-8386

Email: seminar@shinkenpress.co.jp
